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会　長

 川 精 一

新
年
の
ご
挨
拶

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
素
晴
ら
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　旧
年
中
は
大
和
青
色
申
告
会
の
活

動
に
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。　昨

年
は
、
世
界
お
よ
び
国
内
の
政

治
情
勢
が
大
き
く
変
動
し
た
年
と
な

り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
大
統
領
選

挙
が
お
こ
な
わ
れ
、
共
和
党
の
ト
ラ

ン
プ
候
補
が
予
想
以
上
の
大
差
で
勝

利
し
ま
し
た
。
日
本
で
は
衆
議
院
選

挙
が
お
こ
な
わ
れ
、
与
党
の
議
席
が

過
半
数
を
割
り
込
み
、
不
透
明
な
政

治
へ
の
国
民
の
不
満
が
表
れ
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　当
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
会
費
を

改
定
し
、
財
政
健
全
化
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
イ
ン
フ
レ
に

よ
る
物
価
高
騰
の
影
響
や
会
員
数
の

減
少
な
ど
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
会
員
が
高
齢
化
し
、
廃

業
の
件
数
が
増
え
て
お
り
、
と
う
と

う
会
員
数
が
５
０
０
０
名
を
下
回
り

ま
し
た
。
会
費
未
納
者
へ
の
対
応
や

今
後
の
会
務
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
る

な
ど
、
緊
張
感
が
切
れ
る
こ
と
の
な

い
一
年
で
し
た
。

　さ
て
、
ま
も
な
く
確
定
申
告
が
始

ま
り
ま
す
。

　昨
年
同
様
、
相
談
の
予
約
制
と
感

染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
会
員
の

皆
様
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
推
進
と

キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
周
知
・
普
及

に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　今
年
の
確
定
申
告
は
、
初
め
て
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
が
１
年
を
通
じ
て
適

用
さ
れ
る
確
定
申
告
と
な
り
ま
す
。

中
小
企
業
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
は
、
当
会

が
力
を
入
れ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

べ
き
課
題
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　収
入
や
経
費
の
集
計
が
煩
雑
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
に
は
、
早
め
の
準
備
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　今
後
も
、
会
員
の
皆
様
を
取
り
巻

く
環
境
や
青
色
申
告
会
の
運
営
環
境

は
変
化
し
続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
記
帳
で
お
困
り
の
納
税
者
を

積
極
的
に
勧
誘
し
、
税
務
署
と
の
連

携
を
よ
り
一
層
深
め
る
こ
と
で
、
会

勢
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
新
し
い

年
が
会
員
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素

晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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大和税務署長

一 石 欽 哉

謹
ん
で
初
春
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
令
和
七
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
一

般
社
団
法
人
大
和
青
色
申
告
会
の
皆
様

に
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　旧
年
中
は
、

川
会
長
を
は
じ
め
役

員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
税
務

行
政
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
税
務
研

修
会
の
開
催
や
会
計
ソ
フ
ト
の
普
及
推

進
、
記
帳
・
決
算
指
導
を
通
じ
た
記
帳

水
準
の
向
上
な
ど
に
寄
与
さ
れ
る
と
と

も
に
、
街
頭
献
血
や
四
市
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
で
の
広
報
活
動
な
ど
地
域
社
会
に

向
け
た
公
益
活
動
に
も
精
力
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
、
納
税
道

義
の
高
揚
と
青
色
申
告
制
度
の
普
及
促

進
等
に
向
け
て
の
様
々
な
取
組
に
対
し

ま
し
て
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
ま
も
な
く
令
和
六
年
分
の
確

定
申
告
期
を
迎
え
ま
す
。
青
色
コ
ー

新
年
の
ご
挨
拶

ナ
ー
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
年

に
わ
た
り
役
員
の
皆
様
を
は
じ
め
事
務

局
や
指
導
員
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、
本
年
か
ら
申
告
書
等
を
書
面

で
提
出
す
る
際
に
は
、
控
え
に
収
受
日

付
印
の
押
な
つ
を
行
わ
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
申
告
書
等
の
提
出
年
月
日

は
、
今
後
ご
自
身
で
記
録
・
管
理
を
お

願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
と
、

送
信
日
時
や
申
告
内
容
の
確
認
が
容
易

に
な
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
か

ね
て
よ
り
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ご
家
族

の
方
が
確
定
申
告
を
さ
れ
る
際
に
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
の
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
を
お
勧
め
く
だ
さ
い
。
ス
マ
ホ
申
告

に
も
対
応
し
て
お
り
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
連
携
に
よ
る
自
動
入
力
や
、
各
種
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
当
た
り
、
一
般
社
団
法
人
大

和
青
色
申
告
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に
ご
事
業

の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

一
般
社
団
法
人

大
和
青
色
申
告
会

【
顧

　問
】

　清
水

　紀
行

　曽
根
壽
太
郎

　
【
相
談
役
】

　大
矢

　勝
彦

　谷
川

　元
彦

　
【
理

　事
】

　
川

　精
一
（
会
長
）

　堀
田

　勝
彦
（
副
会
長
）

　石
井

　
　茂
（
副
会
長
）

　二
見

　宣
長
（
副
会
長
）

　長
岡

　巨
知
（
副
会
長
）

　大
原

　
男
（
副
会
長
）

　岩
崎

　清
昭

　竹
内

　
　弘

　松
岡

　純
二

　山
村
美
伎
男

　柴
田

　
　茂

　下
田

　兼
義

　手
川

　
　薫

　松
尾
寿
美
子

　若
菜

　成
之

　鈴
木

　
　徹

　八
木

　隆
行

　鈴
木

　正
和

　鈴
木
美
代
子

　吉
野

　晃
弘

　
【
監

　事
】

　千
葉

　
　斉

　松
尾

　誠
一

　大
栗

　
　学

　
【
支
部
長
】

　井
上

　寿
夫
（
中
央
林
間
東
）

　佐
藤

　忠
子
（
下
鶴
間
）

　古
木

　富
美
（
下
鶴
間
北
）

　鈴
木

　洋
子
（
南
林
間
北
）

　鈴
木

　秀
子
（
南
林
間
西
）

　田
向

　琳
子
（
南
林
間
）

　笹
本

　恵
子
（
南
林
間
南
）

　大
澤

　一
郎
（
西
鶴
間
第
１
）

　本
間

　直
子
（
西
鶴
間
若
草
）

　佐
藤

　範
彦
（
鶴
間
）

　　平
塚

　惠
一
（
草
柳
南
）

　古
谷
田
秋
美
（
草
柳
西
）

　山
形

　妙
子
（
中
央
１
）

　渡
邊

　隆
敏
（
大
和
東
第
２
）

　一
部
冨
士
男
（
大
和
南
）

　田
邊

　政
道
（
桜
ヶ
丘
第
１
）

　杉
﨑

　則
子
（
桜
ヶ
丘
第
２
）

　鶴
田

　幸
夫
（
福
田
第
１
）

　仲
戸
川
誠
一
（
渋
谷
東
）

　保
田

　
　豊
（
渋
谷
南
第
１
）

　　齊
藤

　一
則
（
入
谷
第
１
）

　福
田

　
　亮
（
入
谷
第
２
）

　京
免

　康
彦
（
栗
原
第
２
）

　小
原

　繁
美
（
栗
原
第
３
）

　堀

　
　丈
夫
（
相
武
台
第
２
）

　冨
田

　清
一
（
相
模
が
丘
第
１
）

　矢
板

　文
平
（
小
松
原
）

　　田
野
口
英
樹
（
柏
ヶ
谷
第
１
）

　外
堀

　伸
一
（
柏
ヶ
谷
第
２
）

　米
山

　徳
康
（
柏
ヶ
谷
第
３
）

　重
田

　
　勉
（
国
分
第
１
）

　飯
田

　
　覚
（
国
分
第
２
）

　坪
井

　教
一
（
上
今
泉
）

　池
田

　裕
司
（
大
谷
・
勝
瀬
）

　平
井

　
　恒
（
浜
田
・
国
分
寺
台
）

　寺
谷

　
　進
（
海
老
名
第
４
）

　金
子

　
　孝
（
中
新
田
・
さ
つ
き
）

　プ
レ
ス
リ
ー
明
日
香

　
　
　
　
　
　（
杉
久
保
・
上
河
内
）

　清
田

　悟
志
（
本
郷
・
中
河
内
）

　時
任

　勝
美
（
今
里
・
社
家
）

　柏
木

　敏
男
（
中
野
・
門
沢
橋
）

　　渡
井

　賢
次
（
上
土
棚
）

　矢
澤

　
　洋
（
綾
北
）

　新
家

　
　清
（
寺
尾
北
）

　矢
部

　貴
洋
（
早
園
）

　　村
田

　裕
司
（
大
和
農
業
）

　澤
田

　
　篤
（
座
間
農
業
）

　今
井

　和
雄
（
海
老
名
農
業
）

　川
島

　好
三
（
綾
瀬
農
業
）

　齊
木

　
　稔
（
大
和
歯
科
医
師
）

　遠
藤

　伸
彰
（
税
理
士
）
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大和税務署からのお知らせ
【問合せ先】
〒242-8567 大和市中央５-14-22　℡ 046（262）9411（代表）
※お電話は、自動音声に従ってご用件の番号を選択いただくと、担当者がご用件にお答えします。

税　目 申告及び納税の期限 振替日
所得税 及び
復興特別所得税 令和７年３月１７日（月）まで 令和７年４月２３日（水）

（個人事業者の方の）
消費税 及び 地方消費税※ 令和７年３月３１日（月）まで 令和７年４月３０日（水）

贈与税 令和７年３月１７日（月）まで

振替納税のご利用は、税目ごとに手続きが必要です。
○令和６年分の申告・納税の期限 及び 振替納税の振替日は、次のとおりです。

※課税期間の特例適用者の場合を除きます。
※適格請求書（インボイス）発行事業者は、消費税の確定申告を行う必要があります。

申告書作成会場 の開設について
～ 原則、ご自身のスマートフォンで申告書を作成していただきます ～

開設期間 会場・所在地 時　間
令和７年
２月１７日（月）～ ３月１７日（月）
（土、日及び祝日を除きます。）
※ただし、３月２日の日曜日は開場します。

大和税務署
大和市中央5-14-22

【受付】午前８時３０分から午後４時まで
【相談】午前９時から午後５時まで
（注）入場整理券の配付状況に応じて受付を早く締

め切る場合があります。

お 持 ち い た だ き た い も の
①マイナンバーカード
※マイナンバーカードをお持ちでない場合は、次の書類をお持ちください。
・通知カードやマイナンバーの記載がある住民票の写し等のマイナンバーが分かる書類
・運転免許証や公的医療保険の被保険者証等の身元確認書類

②マイナンバーカード発行時に、ご自身で設定した次のパスワード
・利用者証明用電子証明書（数字４桁）
・署名用電子証明書（英数字６文字以上１６文字以下）

③スマートフォン または タブレット
④源泉徴収票などの申告書作成に必要な書類

事 前 準 備
　　　来場前に、マイナンバーカードを利用した、

マイナポータル連携の事前準備をお願いしております。
　マイナポータル連携をご利用いただくためには、マイナポータルの利用者登録や
マイナポータルとｅ-Ｔａｘを連携するなどの事前準備が必要です。事前準備の詳
細は、国税庁ＨＰの「マイナポータル連携を利用するまでに行う事前準備」をご確
認ください。

入 場 整 理 券
〇混雑回避のため、申告書作成会場への入場には入場整理券が必要です。
〇当日、申告書作成会場でも入場整理券を配付しておりますが、長時間

お並びいただく場合があります。
　また、入場整理券の配付状況に応じて受付を早く締め切る場合がある
ため、お並びいただいても入場整理券を取得することができない場合
があります。

〇３月中は入場整理券の入手が困難となることが予想されますので、２
月中の来場をお勧めします。

〇申告書等の提出のみの場合は入場整理券は不要です。

マイナポータル連携の
概要はこちらから︕

事前準備の詳細は
こちらから︕

ＬＩＮＥで事前発行

友だち追加は
こちらから→

・ＬＩＮＥアプリで国税庁ＬＩＮＥ公式ア
カウントを「友だち追加」して取得で
きます。

・当日並ばずに事前に取得できます。

　　　

案　内　図



青色だより令和７年１月１日発行 （ 4）

タックスアンサーは
こちらから

● 副収入の申告漏れ

インターネットによるサイドビジネスなどで得た所得、 ネットオークションやフリーマーケットアプリ

などを利用した個人取引による所得（注）、太陽光発電設備による売電収入や民泊などによる所得につい

ても合わせて申告する必要があります。

（注）生活の用に供している資産（古着や家財など）の売却による所得は非課税（この所得については確

定申告が不要）で、損失は生じていないものとみなされます。

　また、暗号資産を売却 又は 使用することにより生じる所得やＮＦＴ（非代替性トークン）の組成や売

買等による所得についても合わせて申告する必要があります。

　国税庁ホームページ「タックスアンサー」では、よくある税の

ご質問に対する一般的な回答を調べることができます。

　また、個人の方の国税に関する相談は、チャットボット「税務

職員ふたば」もご利用ください。ご質問したいことをメニューから選択するか、文字で

入力いただくとＡＩ（人工知能）が自動回答します。土日、夜間でもご利用いただけま

す。確定申告書作成の参考として是非ご利用ください。

国税庁ホームページ

「タックスアンサー」「チャットボット（ふたば）」をご利用ください

確定申告にあたっての注意点

税務相談チャットボット
はこちらから

所得税等の確定申告の際に、次のような誤りが多く見受けら
れますのでご注意ください。また、本年は定額減税額の確定申
告書第１表への記載漏れにもご注意ください。

● 一時所得の申告漏れ

生命保険会社や損害保険会社などから、満期金や一時金を受け取られた方は、その収入を一時所得とし

て申告する必要がないか、生命保険会社などから送付された書類で、もう一度確認してください。また、

ふるさと納税の返礼品による経済的利益や競馬など公営競技の払戻金も一時所得の対象となります。

　総所得金額に算入される一時所得の金額は、全ての一時所得の収入金額の合計額から当該収入を得るた

めに支出した金額の合計額を差し引いたあと、特別控除額（最高５０万円）を差し引いた金額に２分の１

を乗じた金額となります。

● 国外所得等の申告漏れ

　居住者（非永住者以外の者）は、国内で得た所得と合わせて海外で得た所得（例えば、国外で支払われ

る預金等の利子や、国外にある不動産の貸付・譲渡による収益、国外の法人等に対する出資に係る収益な

ど）を申告する必要があります（外国の税務当局に申告した所得も申告が必要となります。）。

　また、為替差益についても申告する必要があります。ただし、外国通貨を保有している際に生じる含み

益については、利益が確定していないため確定申告の必要はありません。

● 寄附金控除の適用漏れ（ふるさと納税を行った方）

確定申告をされる場合、ふるさと納税ワンストップ特例は無効となります。提出する確定申告書におい

て、令和６年中に行った全てのふるさと納税の金額で、改めて寄附金控除の適用を受ける必要があります

のでご注意ください。

● 予定納税額の記載漏れ

　予定納税額がある方は、実際に納めたかどうかにかかわらず、通知書等に記載された予定納税額（第１

期分と第２期分の合計額。予定納税基準額の誤記載にご注意ください。）を記載する必要があります。

　予定納税額は、税務署から送付される「所得税 及び 復興特別所得税の予定納税額の通知書」のほか、「確

定申告のお知らせ」又はｅ-Ｔａｘのメッセージボックスに格納される「確定申告等についてのお知らせ」

でご確認ください。
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　県内の全市町村と神奈川県は、法令の適正運用及び納税者の利便性向上のため、個人住民税の特別徴

収完全実施を目指し、神奈川県統一基準を基本とする要件に該当する全ての事業者を特別徴収義務者と

して随時、指定させていただいています。引き続き、特別徴収推進にご協力をお願いいたします。

　詳細につきましては、各市役所にご確認ください。

市からのお知らせ

大和市役所 市民税課、 座間市役所 市民税課、 海老名市役所 市民税課、 綾瀬市役所 課税課

◆ 給与支払報告書の早期提出について

◆ 個人住民税の特別徴収について

◆ 個人番号（マイナンバー）、法人番号の給与支払報告書への記載について

※ 令和３年１月１日より、ｅLTAXによる電子送信又は光ディスク若しくは、磁気ディスクによる提出義務の判断基準が、
1000枚以上から100枚以上に引き下げられましたのでご注意ください。

　会員の皆様におかれましては、日頃より税務行政につきまして、

ご理解ご協力をいただき誠にありがとうございます。

　給与支払報告書を提出していただく時期が参りました。令和７年１月31日（金）が提出期限となります。

個人住民税課税事務の円滑処理のため、早期提出にご協力をお願いいたします。

　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）に基づき、給与支払報告書には個人番号および法人番号

の記載が必要です。給与支払者、給与受給者、（源泉・特別）控除対象配偶者および扶養親族それぞれに

記載が必要となりますので、お忘れのないようご注意ください。

　「特別の料金」は医療費控除の対象になりますが、「医療費のお知らせ」などの金額には

含まれないため、控除もれにならないよう注意する必要があります。

１　制度の概要

　令和６年１０月から、医薬品の自己負担の新たな仕組みとして、後発医薬品（ジェネリック医薬品）

がある医薬品で、先発医薬品の処方等を希望する患者については、「特別の料金」を医療保険の患者負

担と合わせて支払うこととされました

（医療上必要と認められる場合や、在庫

状況等から後発医薬品の提供が困難な場

合を除きます）。

　「特別の料金」の金額は、先発医薬品

と後発医薬品の価格差の４分の１に相当

する金額で、「特別の料金」に加えて、

その先発医薬品の価格から「特別の料金」

を差し引いた残額に患者負担割合を乗じ

た金額を支払うことになります（厚生労

働省ホームページ イメージ図参照）。

２　医療費控除の取扱いと注意点

　「特別の料金」については、対象となる先発医薬品の価格の一部に相当する金額を支払うものである

ことから、医療費控除の対象となります。

一方、保険適用外部分の金額であることから、マイナポータル連携により取得する「医療費通知情報」

や各医療保険者等が発行する「医療費のお知らせ」等の保険診療に係るものに限ってその金額の記載が

される書類等には、「特別の料金」の金額は含まれないことになりますので、これらを利用して確定申

告をする場合の医療費控除の適用に当たっては、別途、領収書から「特別の料金」の額を集計し、医療

費の額に算入する必要がありますのでご注意ください。

　令和６年１０月から、後発医薬品（ジェネリッ

ク医薬品）に代えて先発医薬品の処方を希望した

場合に「特別の料金」を請求されるようですが、

医療費控除の取扱いはどうなりますか？

イメージ図（厚生労働省ホームページ）
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支部数 会員数 支部数 会員数 会員数

大 和 北 １３ 807 農 業 ４ 1，021 準会員Ａ 110

大 和 南 １６ 836 歯科医師 ２ 17 準会員Ｂ 157

座 間 １４ 789 税 理 士 １ 63

海 老 名 １４ 668 事 務 局 202

綾 瀬 ９ 469 正会員計 4，872 準会員計 267

支部と会員数　　　（令和６年12月15日 現在） 秋期会員増強特別運動
１０月１６日～１２月１５日

ご協力ありがとうございました。

　事務局からのお知らせ　
◆確定申告期間中、下記の日付に限り休業日も業務をおこないます。

●令和７年２月16日（日）
　　業務時間　18：45 ～ 17：30

●令和７年２月23日（日）
　　業務時間　18：45 ～ 17：30

●令和７年３月18日（土）
　　業務時間　18：45 ～ 12：00

◆下記の日付につきましては、業務時間に変更がございます。
会員の皆様にはご不便をおかけいたしますが、ご了承のほ
どよろしくお願い申し上げます。

●令和７年１月15日（水）支部長会議 他

　　業務時間　18：45 ～ 11：00

●令和７年１月16日（木）記帳指導員研修会

　　業務時間　13：00 ～ 17：30

●令和７年５月29日（木）通常総会

　　業務時間　18：45 ～ 11：00

記帳指導員研修会

令和６年11月に実施された代議員選挙にて当選者は、下表のとおりとなります。代議員当選のお知らせ
一般社団法人 大和青色申告会　代議員名簿

地区会等 所属支部等 代議員氏名

大和北地区

（14名）

中央林間東 井上　寿夫

中央林間西 重田　壽也

下鶴間 佐藤　忠子

下鶴間北 古木　富美

南林間北 鈴木　洋子

南林間西 鈴木　秀子

南林間 田向　琳子

南林間 小西　幸子

南林間南 笹本　恵子

林間東 横村　幸雄

西鶴間 喜田　當一

西鶴間１ 大澤　一郎

西鶴間若草 本間　直子

鶴間 佐藤　範彦

大和南地区

（18名）

草柳西 古谷田　秋美

草柳西 塩野　輝比古

中央1 山形　妙子

中央２ 田邉　一三

大和東２ 渡邊　隆敏

大和東２ 秋山　弘子

大和東２ 陳　勝

大和南 一部　冨士男

桜ヶ丘１ 田邊　政道

桜ヶ丘１ 小菅　直孝

桜ヶ丘２ 杉﨑　則子

福田1 鶴田　幸夫

福田２ 小菅　春子

【※敬称略】

地区会等 所属支部等 代議員氏名

渋谷西 松井　憲司

渋谷東 仲戸川　誠一

渋谷東 酒井　基成

渋谷南１ 保田　豊

渋谷南１ 山口　芳美

座間地区

（15名）

入谷１ 齊藤　一則

入谷２ 福田　亮

入谷２ 花岡　茂夫

立野台 佐波古　直明

栗原２ 京免　康彦

栗原３ 小原　繁美

相武台２ 堀　丈夫

相武台２ 笹川　隆

相武台２ 曽根　福治

相模が丘１ 冨田　清一

相模が丘１ 増渕　廣子

相模が丘１ 籠山　尚司

相模が丘１ 北原　憲勇

ひばり2 芝原　嗣夫

小松原 矢板　文平

海老名地区

（13名）

柏ヶ谷１ 田野口　英樹

柏ヶ谷２ 外堀　伸一

柏ヶ谷３ 米山　徳康

国分１ 重田　勉

国分２ 飯田　覚

上今泉 坪井　教一

大谷・勝瀬 池田　裕司

地区会等 所属支部等 代議員氏名

浜田・国分寺台 平井　恒

海老名４ 寺谷　進

中新田・さつき 金子　孝

本郷・中河内 清田　悟志

今里・社家 時任　勝美

中野・門沢橋 柏木　敏男

綾瀬地区

（8名）

落合 比留川　貢

上土棚 渡井　賢次

中村 山添　智宏

綾北 矢澤　洋

寺尾南 橘川　春男

寺尾北 新家　清

早園 矢部　貴洋

吉岡・綾西 西内　節夫

大和農業

（1名）

大和農業 高下　東洋

座間農業

（2名）

座間農業 澤田　篤

座間農業 吉川　浩正

海老名農業

（2名）

海老名農業 杉山　博行

海老名農業 大矢　美知子

綾瀬農業

（2名）

綾瀬農業 齊藤　晃

綾瀬農業 小菅　務

歯科医師支部

（1名）

大和・座間・

海老名

山本　正昭

税理士支部

（1名）

税理士 上山　顕

代議員総数　77名

大和北地区 入会４名

海老名地区 入会４名

綾 瀬 地 区 入会１名

農 業 支 部 入会１名

事 務 局 入会１名

合　計 １１名



青色だより 令和７年１月１日発行（ 7）

青
年
部
ニ
ュ
ー
ス部 長

下 田 兼 義

新
年
の
ご
挨
拶

会
員
の
皆
様
か
ら
の
寄
稿

あ
お
い
ろ
ポ
ス
ト

税
の
想
い
出
と
思
い 南林間北支部

支部長

鈴 木 洋 子

部 長

鈴 木 美代子

新
年
の
ご
挨
拶

女
性
部
ニ
ュ
ー
ス

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　本
年
も
青
年
部
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
令
和
も
７
年
目
を
迎
え
、
平

成
も
既
に
過
去
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
!?　西

暦
で
は
２
０
２
５
年
と
な
り
ま
し

た
。
２
０
２
５
年
と
い
え
ば
、
経
済
産

業
省
が
２
０
１
８
年
に
公
開
し
た
「
Ｄ

Ｘ
レ
ポ
ー
ト
」で
提
唱
し
た「
２
０
２
５

年
の
崖
」
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　こ
れ
は
日
本
企
業
の
Ｄ
Ｘ
が
進
ま

　こ
の
年
に
な
っ
て
つ
く
づ
く
経
済
に

疎
い
自
分
に
呆
れ
て
い
る
。

　確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
く
た
び
に

ア
タ
フ
タ
す
る
の
が
毎
年
の
恒
例
と

な
っ
て
い
て
、
青
色
申
告
会
に
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
。

　ふ
と
思
い
出
す
の
は
、
60
年
前
の
学

生
時
代
。
音
楽
大
学
の
仲
間
が
、「
ピ

ア
ノ
を
安
く
買
え
る
。」
と
教
え
て
く

れ
た
。
大
学
３
年
生
、
ま
た
は
短
大
１

年
生
ま
で
に
購
入
す
れ
ば
、
物
品
税
が

免
除
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
当
時
、
私
は

都
内
の
自
宅
か
ら
通
学
し
て
い
た
の

で
、
そ
の
話
に
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
。

　そ
の
後
、
地
方
出
身
の
友
人
の
下
宿

を
訪
ね
た
際
、
ピ
ア
ノ
の
横
に
「
免
」

の
文
字
が
書
か
れ
た
シ
ー
ル
？
を
見
つ

け
た
。
そ
れ
が
物
品
税
免
除
の
マ
ー
ク

だ
と
知
っ
た
の
は
、
卒
業
後
何
年
も

経
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
学
生
の
特
権

だ
っ
た
と
は
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
今
に

な
っ
て
よ
う
や
く
知
っ
た
次
第
で
あ

る
。
消
費
税
の
導
入
と
と
も
に
物
品
税

は
廃
止
さ
れ
た
と
か
。

　現
在
の
消
費
税
制
度
は
、食
料
品（
高

級
品
を
除
く
）
は
０
％
、
他
は
物
品
税

（
当
時
５
％
～
30
％
）
と
同
様
で
良
い

の
で
は
と
感
じ
る
。
そ
し
て
、
学
生
に

は
、
教
科
書
と
し
て
使
う
書
籍
や
楽
器

な
ど
、
教
育
に
必
要
な
物
品

に
対
す
る
税
制
優
遇
措
置
が

必
要
だ
と
強
く
思
う
。

　私
が
学
生
の
頃
は
、
音
楽

の
勉
強
が
中
心
で
、
数
字
と

グ
ラ
フ
ば
か
り
で
、
現
実
生
活
と
の
つ

な
が
り
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
税
法
や
経

済
学
と
は
無
縁
だ
っ
た
。
今
に
な
っ
て

思
え
ば
、
あ
の
時
に
基
礎
く
ら
い
学
ん

で
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し
て
い
る
。

　税
や
経
済
の
知
識
は
、
日
々
の
生
活

に
不
可
欠
だ
。
た
と
え
ば
、
ロ
ー
ン
を

組
む
際
、
金
利
の
種
類
や
返
済
方
法
を

理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
、
大
き
な
損
失

を
招
く
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
投
資

に
関
心
が
あ
る
人
も
、
基
本
的
な
知
識

な
し
に
成
功
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ

う
。　税

や
経
済
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
意

識
的
に
見
た
り
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
本

を
読
ん
だ
り
し
て
、
少
し
ず
つ
で
も
学

ん
で
い
き
、
確
定
申
告
の
時
期
に
ア
タ

フ
タ
し
な
い
よ
う
に
な
り
た
い
も
の
だ
。

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　女
性
部
の
皆
様
、
そ
し
て
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
て
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
女
性
部
の
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
が
依
然
と
し
て
残
り
、
皆
様

に
は
様
々
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
困
難
な
状
況
の
中
で

も
、
女
性
部
は
互
い
に
支
え
合
い
、
会

員
の
皆
様
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
積
極
的
に

ず
、
老
朽
化
し
た
シ
ス
テ
ム
を
使
い
続

け
る
こ
と
で
、
２
０
２
５
年
以
降
、
日

本
に
お
い
て
年
間
最
大
12
兆
円
の
経
済

損
失
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

も
の
で
す
。
こ
の
問
題
は
、
大
企
業
か

ら
中
堅
・
中
小
企
業
ま
で
幅
広
い
影
響

が
及
ぶ
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
日
本
が
超
高
齢
化
社
会
を
迎

え
る
こ
と
で
生
じ
る
社
会
問
題
の
総
称

も
２
０
２
５
年
問
題
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
団
塊
の
世
代
の
約
８
０
０
万
人
全

員
が
75
歳
以
上
と
な
り
、
国
民
の
約
４

分
の
１
が
後
期
高
齢
者
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
社
会
保
障
費
の
増
大
や

医
療
・
介
護
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

者
の
人
材
不
足
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

　な
ん
だ
か
今
年
は
大
き
な
節
目
の
年

を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。　出

来
る
こ
と
な
ら
景
気
が
良
く
な
る

節
目
の
年
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　新
し
い
年
を
迎
え
、
社
会
情
勢
は
以

前
と
比
べ
変
化
が
激
し
く
不
透
明
な
部

分
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
女
性

部
は
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
や
連

帯
感
を
活
か
し
、
新
た
な
時
代
を
切
り

開
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
年
も
会
員
間
の
交
流
促
進
を
目
的

と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、
イ
ベ

ン
ト
参
加
を
通
じ
て
税
務
の
知
識
を
会

員
の
皆
様
へ
的
確
に
ア
ド
バ
イ
ス
が
で

き
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
皆
様
に
も
女
性
部
活
動
へ
参
加
い

た
だ
き
、
青
色
申
告
会
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
何
か
ご
意
見
や

ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

遠
慮
な
く
事
務
局
お
よ
び
役

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　結
び
に
、
本
年
も
皆
様
の

事
業
が
ま
す
ま
す
発
展
し
、

ご
健
勝
で
あ
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。



青色だより令和７年１月１日発行 （ 8）

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
と

相
続
税
・
贈
与
税
の
税
制
改
正
に
つ
い
て

～
「
役
員
一
泊
勉
強
会
」
開
催
報
告
～

白河小峰城（福島県白河市）

　昨
年
の
11
月
、
当
会
は
広
報
事
業
の

一
環
と
し
て
、「
や
ま
と
産
業
フ
ェ
ア
」

（
９
日
、
10
日
）、「
座
間
市
民
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
」（
17
日
）、「
え
び
な
市
民

ま
つ
り
」（
17
日
）、「
あ
や
せ
産
業
ま

つ
り
」（
17
日
）
と
、
管
内
各
市
の
行

事
に
参
加
し
ま
し
た
。

　各
会
場
で
は
、
税
に
関
す
る
ク
イ
ズ

の
実
施
や
現
金
１
億
円
の
重
さ
を
体
験

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
ブ
ー
ス

を
訪
れ
た
方
々
が
税
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
を
提
供
し
、
青
色
申
告
会
と

税
の
広
報
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、「
え

び
な
市
民
ま
つ
り
」以
外
の
会
場
で
は
、

法
人
会
・
間
税
会
と
共
催
で
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　各
会
場
と
も
子
供
か
ら
年
配
者
ま
で

多
く
の
方
々
が
訪
れ
て
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
青
色
申
告
会
・
税
の
Ｐ
Ｒ
が
広

く
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

「
税
を
考
え
る
週
間
」

～
管
内
各
市
の
行
事
で
Ｐ
Ｒ
～

◎
大
和
税
務
署
長
表
彰
状古 木 富 美

大和市

柏 木 敏 男

海老名市

◎
大
和
税
務
署
長
感
謝
状

◎
厚
木
県
税
事
務
所
長
表
彰
状

手 川 　 薫

座間市

一 部 冨士男

大和市

 川 精 一

座間市

鈴 木 美代子

座間市

令
和
６
年
度

納

税

表

彰

　昨
秋
11
月
11
日
に
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ

テ
ル
海
老
名
に
お
い
て
大
和
税
務
署
に

よ
る
納
税
表
彰
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
当

会
関
係
者
か
ら
は
次
の
方
々
が
永
年
の

功
労
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
11
月
７
日
に
は
浜
離
宮
朝
日

ホ
ー
ル
に
お
い
て
石
井
副
会
長
が
東
京

国
税
局
長
か
ら
表
彰
さ
れ
、
11
月
28
日

に
は
神
奈
川
県
厚
木
合
同
庁
舎
に
お
い

て
鈴
木
理
事
と

川
会
長
が
厚
木
県
税

事
務
所
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

◎
東
京
国
税
局
長
表
彰
状石 井 　 茂

綾瀬市

　昨
年
10
月
29
日
か
ら
30
日
の
２
日
に

か
け
て
「
役
員
一
泊
勉
強
会
」
を
開
催

し
、
役
職
員
37
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　バ
ス
車
中
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

に
つ
い
て
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
や
相
続
税
・

贈
与
税
に
つ
い
て
の
研
修
を
お
こ
な
っ

た
ほ
か
、
白
河
小
峰
城
の
見
学
、
国
宝

の
白
水
阿
弥
陀
堂
で
の
法
話
拝
聴
、
美

空
ひ
ば
り
さ
ん
の
「
み
だ
れ
髪
」
の
舞

台
と
な
っ
た
塩
屋
埼
の
散
策
を
し
ま
し

た
。

あやせ産業まつりえびな市民まつり

やまと産業フェア座間市民ふるさとまつり


